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プ
ロ
ロ
ー
グ
─
科
学
革
命
の
時
代
の
地
球
観

近
代
科
学
の
創
始
者
で
あ
る
ガ
リ
レ
オ
（Galileo Galilei, 1564-1642

）
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
（Isaac N

ew
ton, 1643-1727

）
と

い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
た
ち
が
活
躍
し
た
世
紀
は
、
科
学
革
命
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
天
動
説
と
地
動

説
と
い
う
新
旧
の
世
界
体
系
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
大
変
革
期
に
、
人
間
活
動
の
基
盤
と
な
る

大
地
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
し
い
自
然
の
探
究
法
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
地
球

に
つ
い
て
の
議
論
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
を
と
お
し
て
彼
ら
の
地
球
像
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
は
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
潮
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
一
連
の
問
い
に
は
ま
だ
明
確
な
答
え
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。

こ
の
変
革
期
に
お
け
る
地
球
観
の
変
化
を
、
す
ぐ
前
の
時
代
で
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
「
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
」geocosm

os

像

（
1
）　
Ｊ
・
ヘ
ン
リ
ー
『
一
七
世
紀
科
学
革
命
』
東
慎
一
郎
訳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）; 

Ｐ
・
デ
ィ
ア
『
知
識
と
経
験
の
革
命
：
科
学
革

命
の
現
場
で
何
が
起
こ
っ
た
か
』
高
橋
憲
一
訳
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
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の
変
容
と
と
ら
え
て
探
究
す
る
の
が
本
書
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
と
な
る
。
百
年
に
わ
た
る
物
語
の
展
開
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の

ス
テ
ノ
（N

icolaus Steno, 1638-1686

）
と
い
う
人
物
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
彼
を
こ
の
「
地
球
」
を
め
ぐ
る
航
海
の
案

内
人
に
み
た
て
、
そ
の
仕
事
を
縦
糸
と
し
て
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
考
え
と
葛
藤
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、

こ
の
時
代
の
地
球
像
が
従
来
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
か
を
概
観
し
、
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

1　

地
球
を
め
ぐ
る
学
問

中
世
末
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
般
に
、「
大
地
」terra

は
球
形
で
あ
り
、
宇
宙
の
中
心
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

し
て
こ
の
地
球
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
古
代
か
ら
い
く
つ
か
の
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
地
理
学
は
大
地
の
形

状
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
を
記
述
し
、
気
象
学
は
月
下
の
世
界
の
諸
現
象
を
あ
つ
か
っ
た
。
ま
た
動
物
・
植
物
・
鉱
物
の

三
界
を
記
載
す
る
自
然
誌
は
、
自
然
界
に
あ
ふ
れ
る
個
別
の
事
物
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
を
提
供
し
た
。
一
七
世
紀
に
は
い
る

と
、
こ
の
よ
う
な
古
代
か
ら
の
伝
統
的
な
枠
組
み
が
再
検
討
さ
れ
、
地
球
を
ひ
と
つ
の
統
一
体
と
し
て
考
え
る
新
し
い
学
知
が

姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
。
本
書
で
は
、
こ
れ
を
「
地
球
論
」
と
呼
ぼ
う
。

と
こ
ろ
で
現
代
の
「
地
球
科
学
」
は
、
地
理
学
や
気
象
学
、
鉱
物
学
、
地
質
学
、
地
震
学
、
火
山
学
、
海
洋
学
な
ど
多
く
の

分
野
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
と
方
法
で
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
諸
学
問
の
歴
史
は
、
し
ば

し
ば
広
義
の
「
地ジ

オ
ロ
ジ
ー

質
学
」
の
名
の
も
と
に
語
ら
れ
て
き
た（

（
（

。
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
こ
れ
は
地
殻
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
り
、
一

八
世
紀
の
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
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る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
こ
の
学
問
の
起
源
を
科
学
革
命
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

天
文
学
者
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
（N

icolaus Copernicus, 1473-1543

）
が
提
唱
し
た
地
動
説
、
す
な
わ
ち
太
陽
中
心
説
に
由
来
す

る
世
界
観
の
変
革
は
、
地
球
を
世
界
の
中
心
か
ら
追
い
や
り
、
一
個
の
惑
星
と
し
て
の
地
位
を
与
え
た
。
こ
れ
が
科
学
革
命
の

起
点
だ
と
す
れ
ば
、
地
球
論
の
誕
生
は
そ
の
帰
結
と
な
る（

（
（

。
な
る
ほ
ど
、
本
来
な
ら
地
球
論
を
意
味
す
る
「
ゲ
オ
ロ
ギ
ア
」

geologia

と
い
う
言
葉
は
一
七
世
紀
の
初
頭
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
書
物
を
丹
念
に
ひ
も
解
く
と
、
物

語
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
地
球
に
つ
い
て
の
思
索
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
宇
宙
と
地
球
の
関
係
は
思
っ
た

ほ
ど
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
な
の
だ
。

（
2
）　

各
分
野
の
歴
史
は Gregory A

. Good （ed.
）, Sciences of the E

arth: A
n E

ncyclopedia of E
vents, People, and Phenom

ena 

（N
ew

 Y
ork: Garland, 1998

） 

を
参
照
。

（
3
）　D
avid O

ldroyd, T
hinking about the E

arth: A
 H

istory of Ideas in G
eology （London: A

thlone, 1996

）; 

Ｇ
・
ゴ
オ
ー
『
地

質
学
の
歴
史
』
菅
谷
暁
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
4
）　François Ellenberger, H

istoire de la géologie （Paris: Lavoisier, 1988-1994

）, I; O
ldroyd （1996

）, ch. 3.

（
5
）　

Ｍ
・
Ｊ
・
Ｓ
・
ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
『
化
石
の
意
味
：
古
生
物
学
史
挿
話
』
菅
谷
暁
・
風
間
敏
訳
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
三
年
）、
九
八

―
九
九
頁
。
ゴ
オ
ー
（
一
九
九
七
年
）、
第
三
章
も
参
照
。
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2　
 

従
来
の
研
究
と
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ

一
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
専
門
家
と
し
て
の
地
球
科
学
者
は
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
地
球
観
の
変
遷
を

特
定
の
分
野
の
歴
史
と
し
て
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
地
球
に
つ
い
て
の
議
論
を
ふ
く
ん
だ
多
様
な
著
作
が
出
版
さ

れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
英
国
の
神
学
者
バ
ー
ネ
ッ
ト
（T
hom

as Burnet, c.1635-1715

）
は
、
み
ず
か
ら
の
ア
ル
プ
ス
旅
行
を
き
っ
か
け

と
し
て
大
著
『
地
球
の
聖
な
る
理
論
』T
elluris theoria sacra

（
ロ
ン
ド
ン
、
一
六
八
一
年
）
を
執
筆
し
た（

（
（

。
こ
こ
で
彼
は
、
地

球
の
創
造
か
ら
終
末
ま
で
を
七
段
階
に
区
別
し
て
「
自
然
神
学
」theologia naturalis

と
い
わ
れ
る
立
場
か
ら
説
明
し
て
い
る

（
図
1
）。
聖
書
の
物
語
に
そ
っ
て
地
球
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
開
示
し
て
み
せ
る
筆
力
は
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
た
。
彼
の
著
作
は
英
国
を
中
心
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
人
た
ち
の
思
考
を
刺

激
し
た
。
一
六
世
紀
ま
で
の
伝
統
と
新
し
い
科
学
の
成
果
が
交
錯
す
る
点
で
興
味
の
つ
き
な
い
作
品
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
書
物
は
一
九
世
紀
の
初
頭
ま
で
出
版
さ
れ
つ
づ
け
、
ひ
と
つ
の
伝
統
を
形
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
内
容
の
評
価
と
な

る
と
、
宗
教
の
束
縛
と
科
学
性
の
対
比
が
強
調
さ
れ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
と
し
て
図
式
化
さ
れ
が
ち
だ（

（
（

。
実
状
は
も
っ

（
6
）　T

hom
as Burnet, T

elluris theoria sacra （London, 1681

）. 
ま
た
Ｍ
・
Ｈ
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
『
暗
い
山
と
栄
光
の
山
』
小
黒
和
子
訳

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
も
参
照
。
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図 1.   バーネット『地球の聖なる理論』（第二版）の口絵
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と
複
雑
で
あ
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
観
が
保
持
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
新
し
い
科
学
的
な
知
見
が
採
用
さ
れ
て

も
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
哲
学
の
歴
史
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
当
時
の
運
動
論
や
宇
宙
論
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
地
球
観

の
変
遷
の
意
義
ま
で
に
は
考
察
が
お
よ
ば
な
い（

（
（

。

大
地
の
事
物
の
観
察
か
ら
地
球
の
過
去
を
思
索
す
る
行
為
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
は
お
ろ
か
古
代
・
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

し
か
し
古
い
世
代
の
歴
史
家
は
鉱
物
や
化
石
、
造
山
運
動
と
い
っ
た
個
別
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
テ
ク
ス
ト
だ
け
を
選
び
が
ち
で

あ
り
、
そ
う
し
た
傾
向
は
一
七
世
紀
を
あ
つ
か
う
場
合
で
さ
え
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
手
法
が
疑
問
視
さ
れ
る
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
古
い
テ
ク
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
思
潮
や
文
化
の
文

脈
に
お
い
て
評
価
す
る
語
り
口
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
生
物
学
者
で
も
あ
っ
た
Ｍ
・
ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
博
物
学
者

ゲ
ス
ナ
ー
（Conrad Gesner, 1516-1565

）
に
光
を
当
て
、
当
時
の
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
描
き
だ
し
た（

（1
（

。
だ
が
化

石
を
め
ぐ
る
論
争
に
考
察
を
絞
っ
た
た
め
に
、
論
争
の
土
台
に
あ
っ
た
地
球
観
に
ま
で
目
配
り
で
き
て
い
な
い
。

他
方
で
科
学
史
家
Ｄ
・
オ
ー
ル
ド
ロ
イ
ド
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
近
代
ま
で
の
物
質
観
の
変
遷
に
着
目
し
て
鉱
物
学
の
歴

史
に
見
通
し
を
与
え
、
当
時
の
地
球
論
に
も
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
物
質
論
と
地
球
論
を
つ
な
ぐ
回
路
の
解
明
は

不
十
分
で
あ
り
、
地
球
観
の
変
容
を
描
き
だ
せ
て
は
い
な
い（

（1
（

。
ま
た
地
理
学
や
歴
史
学
に
お
け
る
変
革
を
強
調
す
る
問
題
提
起

も
、
こ
の
時
代
の
地
球
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
化
で
き
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い（

（1
（

。

現
代
的
な
地
球
像
や
科
学
史
に
お
け
る
多
様
な
手
法
を
反
映
し
て
か
、
さ
ら
に
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
啓
蒙
期
に
い
た
る
地
球
の
歴
史
の
あ
つ
か
い
を
追
跡
し
た
り
、『
創
世
記
』
で
描
か
れ
る
天
地
創
造
の
解
釈
に

お
け
る
戦
略
を
分
析
し
た
り
す
る
研
究
も
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
一
七
世
紀
の
地
球
論
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
か
え
っ
て
議
論
は
分
散
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し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
だ
ろ
う
。

（
7
）　W

illiam
 B. A

shw
orth, Jr. &

 Bruce Bradley, T
heories of the E

arth 1644-1830: T
he H

istory of a G
enre 

（K
ansas 

City: Linda H
all Library, 1984

）. 

ま
た
Ｓ
・
Ｊ
・
グ
ー
ル
ド
『
時
間
の
矢
・
時
間
の
環
：
地
質
学
的
時
間
を
め
ぐ
る
神
話
と
隠
喩
』

渡
辺
政
隆
訳
（
工
作
舎
、
一
九
九
〇
年
）
の
批
判
も
参
照
。

（
8
）　

Ａ
・
Ｇ
・
デ
ィ
ー
バ
ス
『
近
代
錬
金
術
の
歴
史
』
川
﨑
勝
・
大
谷
卓
史
訳
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
9
）　

小
林
道
夫
編
『
哲
学
の
歴
史 

5
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
10
）　Frank D

. A
dam

s, T
he Birth and D

evelopm
ent of the G

eological Sciences 

（N
ew

 Y
ork: D

over, 1938/1954

）; Gabriel 
Gohau, Les sciences de la T

erre aux X
V

II e et X
V

III e siècles （Paris: A
lbin M

ichel, 1990

）.

（
11
）　

ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
（
二
〇
一
三
年
）、
第
一
章
を
参
照
。

（
12
）　D

avid O
ldroyd, 

“Som
e N

eo-Platonic and Stoic Influences on M
ineralogy in the Sixteenth and Seventeenth 

Centuries,

” Am
bix 21 （1974

）, 128-156; idem
, 

“Mechanical M
ineralogy,

” Am
bix 21 （1974

）, 157-178.

（
13
）　Reijer H

ooykaas, 

“The Rise of M
odern Science: W

hen and W
hy?,

” British Journal for the H
istory of Science 20 

（1987

）, 453-473; Paolo Rossi, T
he A

byss of T
im

e: T
he H

istory of the E
arth and the H

istory of N
ations from

 H
ooke 

to V
ico （Chicago: U

niversity of Chicago Press, 1984

）.

（
14
）　Rhoda Rappaport, W

hen G
eologists W

ere H
istorians, 1665-1750 

（Ithaca: Cornell U
niversity Press, 1997

）; Gary 
D

. Rosenberg 

（ed.

）, T
he R

evolution in G
eology from

 the R
enaissance to the E

nlightenm
ent 

（Boulder: Geological 
Society of A

m
erica, 2009

）; K
erry V

. M
agruder, 

“The Idiom
 of a Six D

ay Creation and Global D
epictions in T

heories 
of the Earth,

” in G
eology and R

eligion: A
 H

istory of H
arm

ony and H
ostility, ed. M

artina K
ölbl-Ebert 

（London: 
Geological Society, 2009

）, 49-66.
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こ
う
し
た
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
本
書
で
は
異
な
っ
た
視
点
を
提
示
し
た
い
。
科
学
革
命
の
時
代
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
地
球
論
の
系
譜
を
、
デ
カ
ル
ト
（René D
escartes, 1596-1650

）
か
ら
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（Gottfried 

W
ilhelm

 Leibniz, 1646-1716

）
に
い
た
る
「
新
科
学
」scientia nova

あ
る
い
は
「
新
哲
学
」philosophia nova

の
動
向
と

関
連
づ
け
て
た
ど
る
の
で
あ
る
。
新
科
学
・
新
哲
学
は
ガ
リ
レ
オ
や
デ
カ
ル
ト
が
提
唱
し
た
自
然
を
探
求
す
る
た
め
の
新
し
い

方
法
で
、
こ
れ
こ
そ
が
科
学
革
命
の
推
進
力
だ
っ
た
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
散
見
さ
れ
る
地
球
像
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
観
を
復
元
す
る
。

お
も
に
地
理
学
や
自
然
誌
、
鉱
山
学
と
い
っ
た
知
識
の
収
蔵
庫
と
し
て
の
領
域
が
分
析
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
七
世
紀
の
地
球
論
は
、
新
科
学
の
勃
興
と
切
り
離
せ
な
い
。
第
二
章
は
、
こ
の
関
係
の
起
点
と
し
て
デ
カ
ル
ト
の
『
哲
学

原
理
』
を
『
気
象
学
』
と
関
係
づ
け
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
し
て
彼
の
機
械
論
的
な
体
系
に
、
論
敵
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
（Pierre 

Gassendi, 1592-1655

）
の
考
え
を
対
置
さ
せ
る
。
と
く
に
後
者
の
「
哲
学
的
な
遺
書
」
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
・

自
然
誌
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
宇
宙
論
に
た
い
し
て
地
球
論
が
独
自
の
位
置
を

与
え
ら
れ
る
経
緯
が
あ
き
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
気
象
学
的
な
領
域
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
が
注
目
点
と
な
る
。

第
三
章
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
的
な
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
観
の
継
承
者
と
み
な
さ
れ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
キ
ル
ヒ
ャ
ー
（A

thanasius 

K
ircher, 1602-1680

）
の
著
作
を
分
析
す
る
。
有
名
な
主
著
『
地
下
世
界
』
だ
け
で
は
な
く
、
磁
気
に
つ
い
て
の
著
作
に
焦
点

を
当
て
、
彼
の
百
科
全
書
的
な
知
識
体
系
と
地
球
論
の
関
係
を
探
る
。
と
く
に
彼
の
『
マ
グ
ネ
ス
』
は
、
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
両
世
界
に
く
わ
え
て
、
月
下
界
の
地
球
世
界
、
つ
ま
り
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
に
独
自
の
地
位
を
与
え
て
い
る
点

で
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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つ
づ
い
て
第
四
章
で
は
、
新
科
学
の
成
果
を
も
と
に
新
た
な
地
理
学
を
提
唱
し
た
ウ
ァ
レ
ニ
ウ
ス
（Bernhardus V

arenius, 

1622-1650

）
の
著
作
を
考
察
す
る
。
彼
の
著
作
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
や
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
も
た
ら
し
た
地
理
的

な
知
見
が
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
さ
れ
て
お
り
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
各
章
の
議
論
で
、
一
七
世
紀
半
ば
の
状
況
を
総
括
で

き
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
地
理
学
と
地
球
観
と
の
関
係
が
焦
点
と
な
る
。

つ
ぎ
に
見
逃
せ
な
い
の
が
、
ス
テ
ノ
と
な
ら
ん
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
英
国
人
フ
ッ
ク
（Robert H

ooke, 1635-1703

）

の
業
績
だ
ろ
う
。
第
五
章
で
は
彼
の
有
名
な
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
と
死
後
出
版
の
地
震
論
を
吟
味
し
、
つ
づ
い
て
第
六
章

で
は
ス
テ
ノ
の
最
初
期
の
論
考
か
ら
主
著
『
プ
ロ
ド
ロ
ム
ス
』
に
い
た
る
達
成
を
考
察
す
る
。
ス
テ
ノ
は
み
ず
か
ら
の
研
究
の

領
域
を
「
自
然
学
と
地
理
学
」physica et geographia

と
と
ら
え
た
。
こ
れ
ら
二
章
の
議
論
を
と
お
し
て
、
一
六
六
〇
年
代

に
彼
ら
が
直
面
し
て
い
た
課
題
が
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
自
然
誌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
た
い
す
る
両
者
の
態
度
を
み
れ
ば
、
彼
ら

が
ど
の
よ
う
に
地
球
の
歴
史
の
再
構
成
に
む
か
っ
た
の
か
が
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ス
テ
ノ
に
お
い
て
は
、
医
学
・
解
剖
学
の
観

点
か
ら
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

ス
テ
ノ
と
親
交
の
あ
っ
た
ス
ピ
ノ
ザ
（Baruch de Spinoza, 1632-1677

）
は
、
テ
ク
ス
ト
批
判
に
も
と
づ
い
て
聖
書
の
歴

史
に
む
き
あ
う
方
法
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
性
を
組
み
こ
も
う
と
し
て
い
た
当
時
の
地
球
論
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
。
こ
の
観
点
か
ら
第
七
章
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
聖
書
解
釈
の
方
法
と
自
然
の
事
物
か
ら
地
球
の
歴
史
を
再
構
成
す
る

ス
テ
ノ
の
方
法
を
比
較
す
る
。
両
者
に
共
通
す
る
歴
史
性
の
問
題
が
鍵
と
な
る
。
前
章
か
ら
次
章
に
か
け
て
の
展
開
が
本
書
の

核
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
ス
テ
ノ
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
双
方
の
仕
事
に
関
心
を
い
だ
き
、『
プ
ロ
ト
ガ
イ
ア
』
と
い
う
地
球
論
書
を
執
筆
し
た
ラ
イ
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プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
新
た
に
生
ま
れ
た
学
問
領
域
を
「
自
然
地
理
学
」geographia naturalis

と
呼
ん
だ
。
物
語
を
締
め
く
く

る
第
八
章
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
対
象
・
方
法
・
応
用
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
彼
が
ス
テ
ノ
の
提
案
し
た

変
革
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

デ
カ
ル
ト
か
ら
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
い
た
る
一
連
の
知
識
人
た
ち
が
提
出
し
た
地
球
論
の
変
遷
を
た
ど
り
、
こ
れ
ま
で
見
落
と

さ
れ
て
き
た
科
学
革
命
の
一
側
面
に
光
を
投
じ
る
の
が
本
書
の
最
終
的
な
目
標
と
な
る
。
ひ
と
つ
の
統
一
体
と
み
な
さ
れ
た
地

球
、
す
な
わ
ち
ジ
オ
コ
ス
モ
ス
は
彼
ら
の
重
要
な
関
心
事
だ
っ
た
の
だ
。

3　

 

ス
テ
ノ
の
生
涯

こ
こ
で
、
本
書
の
案
内
役
を
つ
と
め
る
ス
テ
ノ
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
お
こ
う（

（1
（

。
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
に
生
き
た
彼
の
足
跡
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
所
に
お
よ
ぶ
。
ス
テ
ノ
は
新
科
学
の
推
進
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
熱
心
な
宗
教
家
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当

時
の
知
識
人
に
あ
っ
て
は
特
別
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
パ
ス
カ
ル
（Blaise Pascal, 1623-1662

）
や
英
国
の
植
物
学

者
レ
イ
（John Ray, 1627-1705

）
と
比
較
さ
れ
も
す
る
。
し
か
し
ス
テ
ノ
の
場
合
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
の
活
動
か
ら

一
九
八
八
年
に
列
聖
さ
れ
た
と
い
う
点
が
特
筆
で
き
る
だ
ろ
う
（
図
2
）。

3-

1　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
時
代

ス
テ
ノ
が
誕
生
か
ら
大
学
の
卒
業
ま
で
過
ご
し
た
町
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
首
都
で
あ
る
。
生
家
は
金
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細
工
商
を
営
み
、
宮
廷
に
も
納
品
し
て
い
た
。
六
歳
の
と
き
に
父
が
亡
く
な
っ
た
が
、
母
の
再
婚
相
手
も
ま
た
金
細
工
商
だ
っ

た
。
聖
母
マ
リ
ア
学
校
で
は
、
の
ち
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
教
授
に
な
る
ボ
リ
キ
ウ
ス
（O

laus Borrichius, 1626-1690

）

の
薫
陶
を
う
け
て
い
る
。

ス
テ
ノ
は
一
六
五
六
年
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
、
お
も
に
医
学
や
自
然
学
、
数
学
を
勉
強
す
る
。
教

授
に
は
医
学
者
ト
マ
ス
・
バ
ル
ト
リ
ン
（T

hom
as Bartholin, 1616-1680

）
が
い
た
。
そ
の
弟
エ
ラ
ス
ム
ス
（Erasm

us 

Bartholin, 1625-1698
）
は
オ
ラ
ン
ダ
で
学
ん
だ
数
学
者
で
も
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
の
教
え
を
ス
テ
ノ
に
伝
え
た
。
一
方
の
ボ
リ

キ
ウ
ス
は
、
錬
金
術
の
伝
統
や
新
し
い
科
学
書
に
注
意
を
む
け
さ
せ
た
。
個
人
博
物
館
で
有
名
な
ウ
ォ
ル
ミ
ウ
ス
（O

laus 

W
orm

ius, 1588-1654

）
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
所
蔵
品
を
み
る
機
会
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

ス
テ
ノ
が
大
学
に
入
学
し
た
翌
年
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
フ
レ
デ
リ
ク
三
世
（Frederik III, 1609-1670

）
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
宣
戦
布
告
す
る
。
軍
事
国
家
と
し
て
「
大
国
の
時
代
」
に
あ
っ
た
敵
方
は
、
三
〇
年
戦
争
後
の
財
政
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
バ
ル
ト
海
全
域
の
支
配
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
軍
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
陥
落
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、

市
民
が
反
撃
し
て
防
衛
し
た
。
ス
テ
ノ
は
学
生
連
隊
に
所
属
し
て
こ
の
防
衛
戦
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
で
学
生
生

（
15
）　Gustav Scherz, N

iels Stensen: E
ine Biographie （Leipzig: St. Benno, 1987-1988

）, I-II ［
第
一
巻
の
英
訳
は BO

P, 5-344

］; 
T

roels K
ardel, Steno, Life-Science-Philosophy 

（Copenhagen: D
anish N

ational Library, 1994

）; 

Ａ
・
カ
ト
ラ
ー
『
な
ぜ
貝

の
化
石
が
山
頂
に
？
：
地
球
に
歴
史
を
与
え
た
男
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ス
テ
ノ
』
鈴
木
豊
雄
訳
（
清
流
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）; 

山
田
俊
弘
「
ニ

コ
ラ
ウ
ス
・
ス
テ
ノ
、
そ
の
生
涯
の
素
描
：
新
哲
学
、
バ
ロ
ッ
ク
宮
廷
、
宗
教
的
危
機
」『
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
：
初
期
近
代
精
神
史
研
究
』

（
月
曜
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
三
六
―
二
五
三
頁
を
参
照
。
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図 2.  ステノの肖像（1673 年ごろ）
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活
は
落
ち
つ
か
ず
、
大
学
の
講
義
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
少
人
数
の
学
生
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
ボ
リ
キ
ウ
ス

の
導
き
で
先
進
的
な
勉
強
を
し
て
い
た
。
五
九
年
に
作
成
さ
れ
た
『
カ
オ
ス
手
稿
』Chaos- M

anuscript

と
呼
ば
れ
る
読
書
ノ

ー
ト
は
、
学
習
の
一
端
を
垣
間
み
せ
て
く
れ
る（

（1
（

。

3-

2　

オ
ラ
ン
ダ
留
学

大
学
を
卒
業
し
た
ス
テ
ノ
は
、
一
六
六
〇
年
の
春
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
遊
学
す
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ト
マ
ス
・
バ
ル

ト
リ
ン
の
知
人
で
あ
っ
た
解
剖
学
者
ブ
ラ
シ
ウ
ス
（Gerard Blasius, 1626-1692

）
の
も
と
で
勉
学
を
つ
づ
け
、
研
究
者
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
し
か
し
、
ヒ
ツ
ジ
の
頭
部
を
解
剖
し
た
さ
い
に
耳
下
腺
管
を
発
見
し
た
の
を
契
機
に
、
指
導
者
と

し
て
優
先
権
を
主
張
し
た
ブ
ラ
シ
ウ
ス
と
争
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

夏
に
な
っ
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
る
と
、
医
学
者
の
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
（Franciscus de le Boë Sylvius, 

1614-1672

）
や
ホ
ル
ニ
ウ
ス
（Johannes H

ornius, 1621-1670

）、
数
学
や
ア
ラ
ビ
ア
学
に
も
精
通
し
た
ゴ
リ
ウ
ス
（Jacobus 

Golius, 1596-1667

）
ら
の
も
と
で
学
ん
だ
。
ラ
イ
デ
ン
時
代
に
は
、
と
く
に
解
剖
の
腕
を
磨
い
た
と
い
う
。
友
人
に
は
昆
虫

研
究
で
有
名
に
な
る
ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム
（Jan Sw

am
m

erdam
, 1637-1680

）
や
発
生
学
の
フ
ラ
ー
フ
（Regnier de Graaf, 

（
16
）　N

icolaus Steno, Chaos: N
iels Stensenʼs Chaos-m

anuscript, Copenhagen, 1659, ed. A
ugust Ziggelaar 

（Copenhagen: 
D

anish N
ational Library, 1997

）.

（
17
）　Francis J. Cole, A

 H
istory of Com

parative A
natom

y: From
 A

ristotle to the E
ighteenth Century （N

ew
 Y

ork: D
over, 

1975

）, 150-155.
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1641-1673

）
が
い
た（

（1
（

。
六
一
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
遊
学
し
て
い
た
師
ボ
リ
キ
ウ
ス
が
ラ
イ
デ
ン
に
到
着
し
、
以
降
パ
リ

を
へ
て
イ
タ
リ
ア
に
い
た
る
ま
で
要
所
で
旅
程
を
交
え
な
が
ら
師
弟
の
交
流
が
つ
づ
く（

（1
（

。

ス
テ
ノ
は
幾
何
学
に
も
大
き
な
関
心
を
い
だ
き
、
解
剖
学
を
断
念
し
よ
う
と
考
え
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
デ
カ
ル
ト
の

幾
何
学
を
応
用
し
た
『
人
間
論
』D

e hom
ine

（
ラ
イ
デ
ン
、
一
六
六
二
年
）
が
出
版
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
ふ
た
た
び
解
剖
学

に
専
念
し
、
と
く
に
動
物
の
心
臓
が
筋
繊
維
で
あ
る
の
を
見
出
し
た（

（2
（

。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
研
究
の
対
象
と
し
て
比

較
解
剖
学
的
な
手
法
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
ス
テ
ノ
は
ス
ピ
ノ
ザ
と
も
面
識
を
得
て
い
る
。
ル
タ
ー
派
一
色
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
出
身
の
彼
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

宗
教
的
な
多
様
性
と
寛
容
さ
に
触
れ
て
衝
撃
を
う
け
た
。
と
く
に
六
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
冬
に
は
「
信
仰
の
危
機
」
に

見
舞
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
体
験
は
疑
い
な
く
彼
の
後
半
生
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
く
。

3-

3　

パ
リ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ

ス
テ
ノ
は
一
六
六
三
年
に
パ
リ
に
む
か
っ
た
。
ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム
と
と
も
に
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
一
四
世
（Louis 

X
IV

, 1638-1715

）
の
侍
従
と
な
る
テ
ヴ
ノ
ー
（M

elchisédeck T
hévenot, 1620-1692

）
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
い
る
。
王

の
侍
医
ボ
レ
ル
（Pierre Borel, c. 1620-1689

）
や
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
創
立
者
シ
ャ
プ
ラ
ン
（Jean Chapelain, 1595-1674

）

と
い
っ
た
著
名
人
と
も
会
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
彼
の
研
究
と
し
て
、
脳
の
構
造
に
つ
い
て
の
講
義
は
注
目
に
値
す
る
。
ス

テ
ノ
は
解
剖
に
も
と
づ
く
事
実
を
示
し
て
、
デ
カ
ル
ト
や
ウ
ィ
リ
ス
（T

hom
as W

illis, 1621-1675

）
の
理
論
を
批
判
し
た
。

ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
二
世
（Ferdinando II deʼ M

edici, 1610-1670

）
へ
の
推
薦
状
を
も
っ
て
、
ス
テ
ノ
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は
六
五
年
に
パ
リ
を
離
れ
た
。
同
年
末
に
は
モ
ン
ペ
リ
エ
で
、
外
遊
中
の
自
然
誌
家
リ
ス
タ
ー
（M

artin Lister, 1639-1712

）

や
医
学
者
ク
ル
ー
ン
（W

illiam
 Croone, 1633-1684

）
ら
英
国
の
学
者
た
ち
と
交
流
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
に
ト
ス
カ
ー
ナ

大
公
の
宮
廷
に
迎
え
ら
れ
た
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
大
公
の
弟
レ
オ
ポ
ル
ド
（Leopold deʼ M

edici, 1617-1675

）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
実
験
ア
カ
デ

ミ
ー
」A

ccadem
ia del Cim

ento

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
ガ
リ
レ
オ
最
後
の
弟
子
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
（V

incenzo V
iviani, 

1622-1703

）
や
自
然
学
者
レ
デ
ィ
（Francesco Redi, 1626-1697

）
に
歓
迎
さ
れ
、
知
的
な
刺
激
に
み
ち
た
活
躍
の
場
を
与
え

ら
れ
た（

（2
（

。
ま
た
大
公
の
侍
医
や
聖
マ
リ
ア
・
ヌ
オ
ヴ
ォ
病
院
長
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
。
科
学
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
大
公
の

庇
護
の
も
と
、
ス
テ
ノ
は
不
自
由
を
感
じ
ず
研
究
に
専
念
で
き
た
。
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
す

る
。ラ

イ
デ
ン
時
代
に
心
臓
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス
テ
ノ
は
筋
肉
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
モ
ン
ペ
リ
エ
で
会

（
18
）　

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ル
ケ
ル
『
オ
ラ
ン
ダ
科
学
史
』
塚
原
東
吾
訳
（
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
〇

年
）
を
参
照
。

（
19
）　O
laus Borrichius, O

lai Borrichii Itinerarium
, 1660-1665: T

he Journal of the D
anish Polyhistor O

le Borch, ed. 
H

enrik D
. Schepelern （Copenhagen: Reitzels, 1983

）.

（
20
）　O

PH
, I: 161-192: 181; BO

P, 476.

（
21
）　Eric Cochrane, Florence in the Forgotten Centuries, 1527-1800: A

 H
istory of Florence and the Florentines in the 

A
ge of the G

rand D
ukes （Chicago: U

niversity of Chicago Press, 1973

）, 229-313.



プロローグ　　16

っ
た
ク
ル
ー
ン
は
『
筋
肉
運
動
の
仕
組
み
に
つ
い
て
』D

e ratione m
otus m

usculorum

（
ロ
ン
ド
ン
、
一
六
六
四
年
）
を
出
版

し
て
お
り
、
二
人
は
こ
の
話
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
だ
ろ
う（

（2
（

。
ス
テ
ノ
は
集
中
的
に
探
求
を
お
こ
な
い
、『
筋
学
の
基

本
例
あ
る
い
は
筋
肉
の
幾
何
学
的
な
記
載
』E

lem
entorum

 m
yologiae specim

en, seu m
usculi descriptio geom

etrica

（
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
一
六
六
七
年
）
を
完
成
さ
せ
た
。

こ
の
筋
学
書
の
刊
行
直
前
に
港
町
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
の
近
く
で
捕
獲
さ
れ
た
巨
大
な
サ
メ
の
頭
部
が
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
、
解
剖
が
ス

テ
ノ
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
彼
は
舌
石
と
呼
ば
れ
る
サ
メ
の
歯
の
化
石
も
研
究
の
材
料
に
く
わ
え
、
成

果
と
し
て
『
サ
メ
の
頭
部
の
解
剖
』Canis Carchariae dissectum

 caput

が
『
筋
学
の
基
本
例
』
の
付
論
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

サ
メ
の
問
題
は
ス
テ
ノ
を
地
球
に
つ
い
て
の
思
索
に
導
き
、
概
要
が
『
プ
ロ
ド
ロ
ム
ス
』Prodrom

us

（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
一
六

六
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
る（

（2
（

。

3-

4　

長
い
旅
行

故
国
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
有
名
に
な
っ
た
ス
テ
ノ
を
呼
び
も
ど
す
動
き
が
起
こ
っ
て
い
た
。
国
王
が
書
状
で
帰
国
を
促
し
た

た
め
、
彼
は
六
八
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
出
発
す
る
。
気
持
ち
の
迷
い
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
旅
程
は
た
だ
ち
に
北
方
へ

と
む
か
わ
ず
、
ロ
ー
マ
や
ナ
ポ
リ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
を
へ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
に
い
た
っ
た
。
周
辺
の
鉱
山
地
帯
で
見
聞
を
ひ
ろ
め
、

プ
ラ
ハ
か
ら
エ
ル
ツ
山
脈
ま
で
出
向
い
て
鉱
石
標
本
を
採
集
し
て
も
い
る
。
と
こ
ろ
が
旅
の
途
中
の
七
〇
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
国

王
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
が
重
病
と
な
っ
た
こ
と
を
聞
く
に
お
よ
ん
で
、
ス
テ
ノ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
ひ

き
返
し
た（

（2
（

。
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フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
二
世
の
後
継
者
コ
ジ
モ
三
世
（Cosim

o III, 1642-1723

）
の
愛
顧
に
こ
た
え
る
た
め
、
ス
テ
ノ
は
『
プ

ロ
ド
ロ
ム
ス
』
で
予
告
さ
れ
た
本
篇
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
研
究
を
継
続
し
た
。
各
種
の
標
本
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
各
地
の

探
索
も
試
み
て
い
る
。
た
と
え
ば
七
一
年
に
は
ア
ル
プ
ス
南
麓
に
散
在
す
る
洞
穴
を
探
検
し
、
二
通
の
『
洞
窟
に
か
ん
す
る
書

簡
』Lettere sulle grotte

で
成
果
を
報
告
し
た
。
す
で
に
実
験
ア
カ
デ
ミ
ー
は
解
散
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
会
員
の
あ
い
だ

の
交
流
は
存
続
し
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
旧
友
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
神
学
・
政
治
論
』T

ractatus theologico- politicus

（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
六
七
〇
年
）
を
論
駁
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
帰
順
を
う
な
が
す
手
紙
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。

一
六
七
二
年
に
ふ
た
た
び
デ
ン
マ
ー
ク
王
か
ら
召
喚
さ
れ
た
ス
テ
ノ
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
七
四
年
ま
で
「
勅
任
解
剖

官
」anatom

icus regius

と
し
て
活
動
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
公
開
解
剖
も
お
こ
な
い
『
解
剖
実
演
の
手
ほ
ど
き
』Prooem

ium
 

dem
onstrationum

 anatom
icarum

を
執
筆
し
た（

（2
（

。 

し
か
し
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
た
ち
と
の
論
争
か
ら
居
心
地
が
悪
く
な
り
、

（
22
）　Leonard G. W

ilson, 

“William
 Crooneʼs T

heory of M
uscular Contraction,

” Notes and R
ecords of the R

oyal Society of 
London 16 （1961

）, 158-178.

（
23
）　

Ｎ
・
ス
テ
ノ
『
プ
ロ
ド
ロ
ム
ス
：
固
体
論
』
山
田
俊
弘
訳
（
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
24
）　Gustav Scherz, 

“Niels Stensens Reisen,
” in D

issertations on Steno as G
eologist, ed. Gustav Scherz 

（O
dense: 

O
dense U

niversity Press, 1971

）, 9-139.

（
25
）　

山
田
俊
弘
「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ス
テ
ノ
の
洞
穴
に
関
す
る
手
紙
」『
徳
島
科
学
史
雑
誌
』
第
一
〇
号
（
一
九
九
一
年
）、
五
―
一
〇
頁
と
第

一
一
号
（
一
九
九
二
年
）、
一
一
―
一
六
頁
。Cf. M

aria L. Bonelli, 

“The A
ccadem

ia del Cim
ento and N

iels Stensen,

” 
A

nalecta M
edico-H

istorica 3 （1968

）, 253-260.

（
26
）　
『
ス
ピ
ノ
ザ
往
復
書
簡
集
』
畠
中
尚
志
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
八
年
）、
三
〇
三
―
三
一
四
頁
。
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旅
行
の
許
可
を
う
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
む
か
っ
た
。

3-
5　

北
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

没
落
へ
と
む
か
う
メ
デ
ィ
チ
家
の
子
息
た
ち
の
教
育
を
担
当
す
る
か
た
わ
ら
、
ス
テ
ノ
は
七
五
年
に
司
祭
と
な
っ
た
。
翌
年

に
は
「
テ
ィ
テ
ィ
オ
ポ
リ
ス
司
教
」Episcopus T

itiopolitanus

に
任
命
さ
れ
、
教
皇
の
「
代
理
司
祭
」V

icarius A
postolicus

と
し
て
北
ド
イ
ツ
の
町
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
に
赴
任
す
る
。
テ
ィ
テ
ィ
オ
ポ
リ
ス
は
ロ
ー
マ
教
会
が
す
で
に
実
効
支
配
を
失
っ
た
土

地
だ
っ
た
の
で
、
名
義
上
の
役
職
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
に
担
当
し
た
の
は
、
北
ド
イ
ツ
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
散

在
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
ち
だ
っ
た
。
こ
の
町
に
宮
廷
を
か
ま
え
る
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（Johann Friedrich, 1625-

1680

）
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
ス
テ
ノ
と
書
簡
を
交
わ
し
て
い
た
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
宮
廷
で
顧
問
官
を
勤
め
て
い
た

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
知
り
あ
う
。

そ
の
後
ス
テ
ノ
は
八
〇
年
に
属
司
教
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
近
い
町
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
、
さ
ら
に
三
年
後
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

異
動
し
て
い
る
。
最
後
は
宣
教
師
と
し
て
北
ド
イ
ツ
の
都
市
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ン
で
活
動
し
、
過
度
の
節
制
と
過
労
か
ら
八
六
年
に

他
界
す
る
。
翌
年
コ
ジ
モ
三
世
の
要
請
で
、
彼
の
遺
体
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
運
ば
れ
て
聖
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
に
安
置
さ
れ
た
。

ス
テ
ノ
の
生
涯
は
四
八
年
と
短
い
が
、
紆
余
曲
折
に
富
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
デ
カ
ル
ト
主
義
者
か
ら
そ
の
批
判
者
へ
、
ま

た
ル
タ
ー
派
の
新
教
徒
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
へ
と
、
一
方
の
極
か
ら
対
極
へ
と
転
換
し
て
ゆ
く
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
彼
が
才
能

を
開
花
さ
せ
た
の
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
宮
廷
で
あ
り
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
も
君
主
に
仕
え
て
い
る
。
ス
テ

ノ
は
バ
ロ
ッ
ク
宮
廷
に
適
応
し
た
知
識
人
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
宗
教
的
な
経
験
は
ス
テ
ノ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
れ
は
宗
派
分
裂
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
精
神
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
だ
ろ
う（

（2
（

。
こ
こ
で
は
ス
ピ
ノ
ザ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
あ
ら
た
め
て

科
学
と
宗
教
の
関
係
が
問
わ
れ
る
。
ス
テ
ノ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
学
者
と
し
て
地
球
の
歴
史
を
探
求
す
る
な
ど
、
神
父
メ
ル

セ
ン
ヌ
（M

arin M
ersenne, 1588-1648

）
や
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
、
デ
カ
ル
ト
、
パ
ス
カ
ル
の
事
例
と
比
較
さ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の

危
機
に
た
い
し
て
独
創
的
な
対
応
を
し
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
独
自
性
は
ス
ピ
ノ
ザ
と
の
交
錯
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
っ
た
。

最
後
に
ス
テ
ノ
が
到
達
し
た
境
地
を
表
現
す
る
と
さ
れ
る
言
葉
を
引
用
し
よ
う

─「
見
え
る
も
の
は
美
し
い
、
知
ら
れ
る

も
の
は
よ
り
美
し
い
、
未
知
の
も
の
は
さ
ら
に
も
っ
と
も
美
し
い
」Pulchra sunt quae videntur, pulchriora quae 

sciuntur, longe pulcherrim
a quae ignorantur

（
（3
（

. 

こ
れ
は
解
剖
学
の
目
的
を
説
明
す
る
も
の
で
、
最
初
の
句
は
解
剖
さ
れ
る
対

象
物
、
中
間
の
句
は
解
剖
で
示
さ
れ
る
隠
さ
れ
た
部
分
、
最
後
の
句
は
推
論
か
ら
把
握
さ
れ
る
構
造
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
同

時
に
そ
れ
ぞ
れ
は
自
然
学
、
形
而
上
学
、
信
仰
を
表
現
し
て
い
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
。
さ
ら
に
神
学
的
に
は
、
被
造
物
に
見
出

さ
れ
る
美
が
知
覚
さ
れ
な
い
創
造
主
の
も
つ
美
の
徴
な
の
だ
と
い
う
考
え
を
示
唆
す
る
と
も
い
う（

（3
（

。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
一

（
27
）　

出
版
は
一
六
七
五
年
。O

PH
, II: 249-256. Cf. K

ardel （1994

）, 112-127.

（
28
）　

Ｐ
・
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』
野
沢
協
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
29
）　

Ｗ
・
Ｂ
・
ア
シ
ュ
ワ
ー
ス
・
Jr
「
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
と
初
期
近
代
科
学
」、
Ｄ
・
Ｃ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
他
編
『
神
と
自
然
：
歴
史
に
お

け
る
科
学
と
キ
リ
ス
ト
教
』
渡
辺
正
雄
監
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
一
四
九
―
一
八
二
頁
。

（
30
）　O

PH
, II: 253-254. Cf. K

ardel （1994

）, 118-121.
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節
は
三
つ
の
認
識
レ
ベ
ル
の
違
い
と
到
達
目
標
を
簡
潔
に
示
し
、
ス
テ
ノ
の
思
考
に
お
け
る
総
合
的
な
性
格
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
31
）　Gustav Scherz, N

icolaus Steno and H
is Indice 

（Copenhagen: U
niversity Library, 1958

）, 9-86: 40; Frank Sobiech, 

“Nicholas Stenoʼs W
ay from

 Experience to Faith: Geological Evolution and the O
riginal Sin of M

ankind,

” in 
Rosenberg （2009

）, 179-186: 184-185.


